
第 1学年 数学科学習指導案

1,単 元名

同 時  平 成 15年 9月 3日 (水)5校 時

対 象  大 野村立大野第一中学校 1年 A組

(男子 13名 女 子 15名 計 28名 )

授業者  教 諭  寺 澤 幸 昌

2章  文 字と式  t東 京書籍 「新 しい数学」 )

2.単 元について

(1)教 材観

学習指導要領では、 1学 年数学科の目標の一つとして、「数を正の数と負の数まで拡張し、数

の概念についての理解を深める。」こと、「文字を用いることの意義及び方程式の意味を理解する
｀

とともに、数量などの関係や法則を一般的にかつ簡潔に表現し、処理できるようにする。」こと

をあげている。また、内容として、数と式の(2)では 「文字を用いて関係や法則を式に表現した

り式の意味をよみとつたりする能力を養 うとともに、文字を用いた式の計算ができるようにす

る。」として↓ヽる。

「数 と式」の内容は,中 学校数学の全領城め内容と深いかかわりを持つとともに、それらの基

礎をなすものとして重要な位置を占めている。小学校では、数量の関係をことばの式や、日、〇

などを用いて式に表す経験をしてきている。これ らの経験をもとに、これからは、ことばや日、

Oな どの代わりに、新たにa、xな どの文字を使つて、数量の関係を式で一般的に表していく。

この章では、文字を使用するよさを考えながら、必要に応 じて数量をいろいろな文字を用いて

自由に表現で|きるようにし、文字を使つて数量を式に表 したり、表した式を操作したりする基礎

を培い、文字を数と同じように処理できるようにする。こうした一連の学習を、後の 「方程式」

や 「比例と反比例」の学習、そして2学 年の 「式の計算」や3学 年の 「多項式」の学習に?な げ

ていく。

(2)生 徒観

本学級の生徒の多くは、「正確に計算ができるようになりたい」、「数学が得意になりたい」と

ぃう気持ちをもっている。また、数学の授業において与えられた課題に対して意欲をもつて取り

組んでいる。しかし、それらは単に問題を解いて答えを求めようとする姿であって、自ら課題を

見つけ、その解決に向けて追究しようとする姿とはいえない。このことはt生 徒たちに数学を学

ぶ楽しさを味あわせたりt数学を学ぶ意義を見いださせたりするような指導が不足していた結果

であると考える。生徒の知的成長を目指した指導の工夫が必要である。

文字式の学習について言えば、生徒は規貝J性のある問題に対してほぼ抵抗なく取 り組んでい

る。例えばマッチ棒並べはマッチ棒の本数を求める問題に限らず、前単元中でもいろいろな問題

に触れており、生徒全員が意伊tをもつて取り組んでいる。しかしながら、考えたことを正しい用

語を使って説明したり、数学のことばとして文字を使つて表現することはまだまだ正確ではな

く、必ずレも自信をもつているわけではない。操作活動での意欲をさらに高めるためにも、基礎

・基本的な学習内容を確実に定着させていきたいと考える。



(3)指 導観

本単元の指導において、文字を用いて考えることの必要性についての理解を深めたり、式の意

味を積極的によみとり自分なりに説明したりすることなどの基礎的 ・基本的な能力や態度の育成

に重,点を置かなければならない。そのために観察、操作、実験など具体的な活動を通して、もの

ごとの関係やきまりを見いだしたり、得られた結果の意味をよく考えたりするなどの活動を重視

するとともに、生徒の興味 ・関心を高めていきたいと考える。

具体的にはヤッチ棒並べや碁石並べ、江戸時代の式、面積め和や差などである。簡単に観察、

操作、実験できるものであり、数学的活動に発展させることができる。これにより、数学で学習

したことを自分なりに将来役立つように意味づけすることができるであろう。

また、形式的な計算の連続に終始しないように、既習事項をもとにした課題解決型学習過程を

組んで行きたい。課題解決理学習過程では、教師が解決方法などを教え込むのではなく、生徒自

身が解決しようという雰囲気作りを行い、学ぶことへの意欲を高めさせることが大切である。ま

た、生徒が各 自で問題を作うたり、自分なりの方法で問題を解決している様子がうかがえること

から、教師が生徒の考えを知らたり、生徒一人一人のよさを把握することもできる。生徒の可能

性に気付いてその可能性を伸ばしていくことも、この学習における教師の重要な役目であると考

える。

3:単 元の目標

(1)文 字を用いることの意義を理解し、数量の関係や法則を式に表現したり、式の意味をよみとる

ことができる。

(2)文 字を用いた式における乗法や除法の表し方を知 り、式を簡潔に表現することができる。

(3)1次 式の加法と減法の計算や、1次式と数の乗法の計算をすることができる。

4,単 元の指導計画               (全 13時間)

(1)文 字の使用 ・………………………………………口・2時間

(2)文 字を使った式の表し方 ………,・1,……………… 3時間

(3)代 入と式の値 ・口…・………………………………… 1時間

(4)1次 式の計算 ・1・………………!……………:・・…… 5時間 (本時3/5)

(5)文 字を使った公式 ………・……∴・………………… 1時間

(6)章 の問題とまとめ ・・・1,………….………………… 1時間

5。 本時の目標

(1)1次 式の減法の計算ができる。

(2)1次 式の減法における項のまとめ方を理解 している。

6.本 時の指導の構想

まず既習内容(同類項をまと|める計算と1次式の加法の計算)の確認を行 う。 1次 式の加法の計算

方法を考えたことが、本時の学習課題解決に大いに関係することから、短時間であるが前時の学習

を振り返る場ともしたい。

導入で提示する問題の前半部分は、前時の学習(1次 式の力回法の計算)で使つたものであり、十分
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理解されているものと考えるがt姉 や妹の買い物の金額を文字式で表すことや、その式が 1次式で

あることなども一つ一つおさえながら進めることによって、より確かな表現の仕方や知識の定着ヘ

とつなげていきたい。

前時の授業で、1次式の加法の計算方法を学級全体で比較検討し、二般化した経験を生かし、本

時でも解き方の見通しをもたせながら、自力解決させていきたい。問題解決型の学習過程を組み、

学習課題の設定から一般化に至る学習の流れが、生徒の自ら学び考える力の育威につながるように

展開したいと考える。
1なお終末段階では、学習評価として自己評価活動をおこない、本時の授業を自分なりに振り返り、

次の学習への目標をもたせたり意欲をさらに高める工夫をしていきたい。

7.本 時の評価規準と判断基準

評 価 規 準

判 断 基 準

評価方法
牛i十分満足 B:お おむね満足

Ci努 力を要する生徒
への指導の手立て

1次 式の減法の計

算ができる。

減法を加法になおし、そ

数の計算と同じように

1次 式の減法の計算を

すばやくできる。

滅法を正しく加法にな

お し、文字の部分が同

!じ耳と異なる項の違ぃ
が理解でき、1次式の

減法の計算ができるギi

正負の数の減法の計算

を提示し、ひくほうの

1式の特号を変えること

を想起させる。

シー ト観察

挙手

1次 式の減法にお

ける項のまとめ方

を理解 している。

1次 式の減法における

項のま とめかたを、説

明できると

1次 式の滅法における

項のまとめかたを、理

解 している。  1 ・

数の項どうしをカロえると、

現実の結果と合わなくな

ることから数の滅法のよ

うに、ひくことは符号を

変えて力田えることと同じ

であることを個朋J指導で

理解させる。

シー ト観察
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8,本 時の展開

段階 過程と学習活動
予想される

生徒の学習活動
教師の援助活動や留意点
評価 (☆)

備 考

導入

10夕)

1既 習事項の確認
i03打 -2+舛 +9と

(4が6)十(5χ-3)を計算
| す る

2問 題の提示   |

O前 時までの学習を振 り返

らせ、 1次 式の加法の計
算方法を確認させる。

ノー ト

紙板書

姉と妹がそれ女
< 姉 は 1個 ク

妹は姉芝
姉は妹より何円多

れ次のような買い物をしせ
円のハンバーガー4個 と21

同じハンバーガー 2個 と11
く使いましたか。式で表 L

:した。
)0円のポテ ト1個
】0円のポテ ト1個  >
′てみましょう。

3 号 習課題の設定 ①既習内容との違いをおさ
えながら、生徒のことば
で本時の学習課題を設定
したい。

からこのつい女
のしかたを考え』

1次 式の減法の計算
つ。

展開

33う)

解き方の見通しを
もつ

自力解決過程

比較検討

一般化 (1次 式の

減法の計算方法を
まとめる)

○正負の数でのかつこの
ついた減法の計算の方
法を想起する。

O加 法と同じように、単
純にかっこをとつてし
まう。

Oハ ンバーガーの差とポ
テ トの差をそれぞれ考
える。

O予 想される答え
・ (4 χ Ⅲ200)―(2χ■150)
=(2χ+50)
。 (4先+200)一 (2χ+150)

= ( 2χ+ 3 5 0 )

○ 例題 (ぇ+7)―(5χ-3)

〇机問指導をして考えの傾
向をつかみ、見通 しがも
てた生徒には自力解決を
させる。

O(4χヰ200)一(2χ+150)と

(2ぇ+50)を比較 して、
1次 式の減法の計算方法
を考える。

O妥 当性(正しい筋道)、関
連性(考えの共通性)、有
効性 (考えのよさ)を検討
する。

①l次式のカロ法の計算と比

較しながら、また数の計
算と同じように1次本の

減法の計算ができること
をおさえたい。

①例題で確認する。

☆ 1次式の減法の計算がで
きたか  [シ ー ト観察]

E挙手]
O治 療支援(ワークブック)

項カァ ド

シー ト

減法は加法にえ
同じ項 どうし、努
ひくは,の式の孝
とに注意する。

たおし、文字の部分が
定の項どうし力田える。
卜項の符号を変えるこ

問題演習 ①練習問題を解く
教科書P60(問5)

終未

7分

9本 時のまとめ

10次 時の予告

O本 時を振 り返 り、まと
めをするとともに、学
習評価と感想を書く

①次時の学習内容を知る

☆生徒が自分の言葉でまと
めることができたか

[シー ト観察]

シー ト
ふりかえり

カー ド
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